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ビル マ橋 梁技術 訓練 セ ンター

プロジェク トを終 えて

は じ め に

ビルマ橋梁技術訓練センタープロジェクトは昭和 54

年 7月 に発足し, 6年 間の協力期間中に,同 センターに

おいて PC橋 の設計技術の訓練が行われ,ま たツワナ橋

の建設現場において同じく施工技術の訓練が行われた。

このプロジェクトの特徴は,橋 長 3∞ mの 実際の橋

梁 (ツフナ橋)の 建設を通じて訓練が行われたことであ

り,予 定工期内に無事故で同橋が完成するという成果と

ともに,プ ロジェクトは昭和 60年 7月 に成功裏に終了

した。

筆者は6年間の協力期間のうちの終了までの1年半を

日本人専門家のチームリーダーとしてプロジェクトに参
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画した。ここにプロジェクトの概要を紹介する。

1.プ ロジ ェク ト開始までの経緯

昭和 50年 5月 にビルマ政府から日本政府に対して橋

梁技術者の養成に関して技術協力の要請が出された。そ

の後調査団の派遣などを通じて両国間の協力内容の調整

が図られ,昭 和 54年 7月 には同年 4月 から5月 にかけ

て派遣された実施協議チームとビルマ側との討議議事録

に調印が行われて,長大 PC橋 の設計,施工技術のビル

マ人技術者への移転を目的とした本プロジェクトが開始

された。

この間,昭 和 53年 3月 25日 には,実 施協議のため

に派遣された国広哲男博士 〈当時建設省土木研究所構造

橋梁部長)を 団長とする調査団5名全員,同 行の外務省

職員およびビルマ側のカウンターパー ト2名 が航 空 機

事故により殉職するといういたましい出来事があった。

しかしこの悲しみを越えて日本とビルマの関係者の熱意

と努力によってプロジェクトが開始され る こ ととなう

た。

2.プ ロジェク トの運営

(:)プ ロジェクトの運営体制

本プロジェクトのビルマの担当省は建設省であり,実

務はその下の建設公社が行った。日本では本プロジェク

トは国際協力事業団の社会開発協力事業の一つに位置づ

けられている。

プロジェクトの運営体制は,主 として昭和 54年 7月

12日 調印の討議議事録および昭和 56年 5月 22日調印

のミニッツに規定された。これらに基づいて,PC橋 の

設計技術に関しては建設省ツフナ中央訓練センターに設

置された橋梁技術訓練センターにおいて,講 義,演 習,

実験,実習等により技術移転を行った(センター内訓練)。

また施工技術に関しては建設公社に新たに発足したツワ

ナ橋建設プロジエクトのツワナ橋建設現場において,実

際の建設工事を通じて技術移転を行った (実橋訓練)。

本プロジェクトでの建設公社関係者および日本人専門
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家の責務は前述の討議議事録およびミニッツに次のよう

に定められた。すなわち,建 設公社総裁はツワナ橋建設

工事も含めたプロジェクト全体,橋 梁技術訓練センター

所長は同センターの運営,ツ ワナ橋建設工事事務所長は

同橋の建設工事に関してそれぞれ責任を負う。また日本

人専門家のチームリーダーは日本人専門家を統轄し,技

術的事項に関して建設公社総裁,同 道路局長,セ ンター

所長,工 事事務所長等に助言および指導を行い, 日本人

専門家はカウンターパー トに対して技術的助言および指

導を行う。

(2)運 営委員会および実行委員会

前述のミニッツでプロジェクト運営委員会が規定され

たが,こ れは建設公社総裁を委員長とし,委 員として日

本人専門家および建設公社関係者,オ ブザーバーとして

日本大使館関係者および計画財務省対外経済関係局関係

者から構成されており,昭 和 57年 6月 8日 に協力期間

の延長の是非を審議するために一度開催された。

このほ か に建設公社内部に建設公社総裁を委員長と

し,建 設公社関係者および日本人専門家を委員とするプ

ロジェクト実行委員会が設置され,通 常の運営に関する

事項が審議された。同委員会はツワナ橋の建設が本格化

した昭和 56年 から 60年 まで合計 24回 開催された。

(3)国 内の支援体制

国際協力事業団内部に本プロジェクトの協力の基本方

針,実 施計画,な らびに調査,専 門家派遣,機 材供与,

研修員受け入れ等の計画を審議するために,同 事業団理

事を委員長とし,外 務省,建 設省,日 本道路公団,首 都

高速道路公団,本 州四国連絡橋公団および国際協力事業

団の担当者を委員とするビルマ橋梁技術訓練センタ‐設

置委員会が設置された。

またこの委員会の下に長期専門家の派遣元である建設

省, 日本道路公団,首 都高速道路公団,本 州四国連絡橋

公団,鹿 島建設,住 友建設,千 代田コンサルタントの担

当者を委員とする専門部会が設置された。部会長は各時

点でチームリーダーを派遣している派遣元の担当者が勤

めた。この専門部会は現地の日本人専門家チームからの

要望等の国際協力事業団担当者への技術的事項の橋渡し

役として精力的な支援活動を行い,プ ロジェクトの円滑

な実施に多大の貢献をした。          |

3.日 本からの協力内容

本プロジェクトは,国 際協力事業団を通じて行われる

技術協力の一形態であるプロジェクト方式によって行わ

れた。この方式は日本人専門家の派遣,機 材の供与およ

び研修員の受け入れを柱とするものである。

さらに本プロジェクトでは橋梁技術の移転の過程で実

際の橋梁が建設されるため,こ れに加えて開発調査によ

リツフナ橋の詳細設計が作成され,ま た同橋の建設に必

要な資機材が無償資金協力により供与された。

(1)日 本人専門家の派遣

6年 間のプロジェクト期間中に長期専門家 (派遣期間

1年以上)22名 ,短 期専門家 (派遣期間 1年未満)28

名,合計 50名 が派遣された。派遣費用総額は7億 6,000

万円である。

プロジェクトが最盛期の昭和 58年 頃の長期専門家の

構成は,チ ームリーダー1名 ,セ ンター内訓練担当3名

(構造工学 1名 ,コ ンクリー ト橋工学2名 ),実 橋訓練担

当3名 (現場総括 1名 ,基礎工 1名 ,上 部工 1名 ),調 整

員 1名 であった。長期専門家の派遣元は前述の専門部会

の委員の所属である建設省, 3公 団, 3民 間会社および

国際協力事業団である。

短期専門家はプロジェクトの進行状況に応じて適宜派

遣された。センター内訓練に関しては土質工学,基 礎工

学,マイクロコンピューター等の講義,指導のために12

名が派遣され,実 橋訓練に関してはクレーン等の機械操

作の指導等に 13名 が派遣された。またプロジェクトの

企画運営に関して3名 が派遣された。短期専門家の派遣

元は前記長期専門家の派遣元に建設機械メーカー4社 ,

セメント会社 1社 をカロえた合計 13の 官公庁および民間

会社に及ぶ。

(2)機 材の供与

プロジェクト期間中に技術協力により供与された機材

は総額 5億 8,000万 円相当である。内訳は,セ ンター内

訓1練用機材として土質試験機, コンクリー ト試験機,測

量機器,製 図機器,マ イクロコンピューターなど 9,000

万円,実 橋訓練用機材としてバイプロハンマ, リバース

サーキュレーションドリル,発 電機,ア ジテーター トラ

ック, フォルバウワーゲン, シース製管機,デ ィビダー

グジャッキ, グラウトポンプなど 4億 9,000万 円であ

る。

(3)研 修員の受け入れ

本プロジェクトで受け入れた研修員は合計 31名 であ

る。研修員の所属の内訳は建設公社の本部職員,ツ フナ

橋建設工事事務所の技術者,橋 梁技術訓練センターの訓

練生など建設公社関係が 23名 ,鉄 道公社 3名 , ラング

ーンエ科大学 1名 ,軍 関係 4名 であり,そ の大半は本プ

ロジェクトのカウンターパー トまたは訓練生を経験した

者である。

日本での研修期間は 0.5～3.5カ 月であり,研 修内容

は日本の道路および橋梁の現状把握をはじめ,民 間会社

の設計部門での設計技術の習得,橋 梁の建設現場での施

工技術の習得などである。
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(4)詳 細設計の作成

国際協力事業団においてビルマ国ツワナ橋梁建設計画

作業監理委員会の下に昭和 54年 度の開発調査によリツ

フナ橋の詳細設計が作成された。

(5)無 償資金協力

ツフナ橋の建設のための資機材として,骨材プラント,

コンクリー トバッチャープラント,ア ジテーター トラッ

ク,ク ローラークレーン,発 電機,PC鋼 棒, シー トパ

イル,H型 鋼,デ ッキパネル,支 承,伸 縮継手など総額

5億円分が昭和 55年 度に無償資金協力により供与され

た。

(6)調 査団の派遣

昭和 51年 11月 の事前調査チームから 60年 6月 の

エバリュエーションチームまで合計 13の 調査団,合 計

55名 の団員が派遣された。

4.セ ンター内訓練

(1)訓 練開始の準備

プロジェクト開始とともに日本国内において訓練計画

の検討および訓練に必要な教材,試 験用機器等の選定お

よび輸送手続きが進められた。

昭和 54年 12月 にはチームリーダーおよびコンクリ

ー ト橋工学担当の長期専門家 2名 が派遣され,建 設公社

の担当者とともにカリキュラムの編成,講 義ノー トの作

成,施 設の整備等の橋梁技術訓練センターの開設の準備

が進められた。昭和 55年 2月 には構造工学担当の長期

専門家 1名が着任した。

昭和 55年 4月 にはカウンターパー ト2名 が専属で配

置され,20名 の訓練生も決定した。同年 4月 21日 には

ツワナ中央訓練センターのアセンブリーホールにおいて

ビルマ側から建設大臣はじめ多数の関係者, 日本側から

日本大使館参事官, 日本人専門家等が出席してセンター

の開所式が行われ,セ ンター内訓練が開始された。同年

4月末には調整員も派遣された。

(2)昭 和 55～57年 度の訓練 (基礎コース)

昭和 55年 4月 から 58年 3月 まで各年度それぞれ 20

名,17名 ,20名 の合計 57名 の訓練生に対して1年間

の訓練を行った。訓練生は 24歳 から 43歳 までのいず

れもラングーンエ科大学出身者で,所 属は建設公社 44

名,鉄 道公社 3名 ,潅 漑局 1名 , ラングーン市 3名 ,ラ

ングーンエ科大学 2名 ,陸 軍 4名 である。

いずれの年度も3学期に分けて訓練を行った。第 1学

期 (4月 ～ 9月 または 10月 )は 構造力学,土 質力学,

基礎工学,コ ンクリート材料,RC桁 ,PC桁 等の橋梁

設計に不可欠な基礎理論の講義を行った。第 2学期 (10

月または 11月 ～12月 )は 基礎工,RC橋 ,PC橋 ,デ

ィビダーグ橋の設計方法の講義および演習を行った。第

3学期 (1月～3月 )は 第 2学期の項目について,実 際

に計画されている橋梁を対象にしてグループ別に設計演

習を行った。

第 1年 目の昭和 55年 度は2名 の専属のカウンターパ

ー トが配置されていたが,不 馴れのためほとんど日本人

専門家自身が講義や演習を行った。第 2年 目の 56年 度

は前年度の訓練修了生の中から2名がカウンターパー ト

に加わり,講 義ノー トもほぼ整備されたので,講 義,演

習等はカウンターパー トが行い, 日本人専F号家は助言,

指導する立場をとった。第 3年 目の 57年 度はさらに前

年度の訓練修了生の中から2名がカウンターパー トに加

わ り (ただし第 1年 目の修了生 1名は年度途中で元の職

場に復帰),教材等の整備が進み,カウンターパー トの資

質も向上したことから,講 義,演 習等はカウンターパー

トがビルマ語で行った。

カウンターパー トに対しても設計演習, 日本の道路橋

示方書の勉強会,実 際の PC橋 の設計等の訓練を行っ

た。

(3)昭 和 58,59年 度の訓練 (上級コ…ス)

昭和 58年 4月 から 60年 3月 までは,基 礎コースの

カウンターパー トすなわち当初からの2名 ,第 1年 目の

修了生 1名 ,第 2年 目の修了生 2名 の合計 5名 に第 3年

目の修了生 5名 を加えて,総 計 10名 に対して, ツワナ

橋と同規模のディ ビダーグ橋の設計技術の訓練を行っ

た。訓練は 10名 を上部エグループと下部エグループに

分けてグループ学習を行った。

第 1年 目の 58年 度は上部エグループはディビダーグ

橋,下 部エグループはケーソン基礎および仮設構造物を

それぞれ対象に して設計理論の学習お よび演習を行つ

た。第 2年 目の 59年 度はツワナ橋と同規模で将来ウェ

スタン・ハイウェイに建設を予定されているナウワン橋

を対象にして設計演習を行い,デ ータの収集から始まっ

て設計計算書および図面の作成まで終了した。

昭和 60年 3月 22日 にはツワナ中央訓練センターの

アセンブリーホールにおいて,建 設公社総裁, 日本人専

門家等関係者が出席して上級コー ス の修了式が行われ

た。

(4)セ ンター内訓練の成果

建設公社における橋梁の建設数は現在でも年間 15橋

程度であり,そ のうち5橋程度が支間 30mク ラスで,

ほかはごく小規模のものばかりである。このような状況

のため基礎コースの訓練生は橋梁の設計,施 工に関して

ほとんど経験のない者ばかりであった。このため基礎コ

ースでは構造力学の講義から始めざるを得ず,最 終的に

も RCT桁 橋や支間 30m程 度のポステン PC桁 橋の
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設計方法を習得させるにとどまった。しかし,前 述のよ

うな橋梁の建設状況に対して 57名 の訓練生を養成した

ことは,橋 梁の中堅技術者を確保するうえで大きな意義

があった。彼らが演習で設計した橋が現在ウェスタン ・

ハイウェイで数橋建設されており,彼 らのうち数人がこ

れに従事している。

基礎コース修了生 57名 のうちの8名 と当初からのカ

ウンターパー ト2名 の合計 10名 に対して2年間の上級

コースで支間 100m程 度のディビダーグ橋の一連の設

計技術を習得させたことにより,橋 梁の設計技術に関し

て本プロジェクトの当初日標を達成することができた。

上級コースは上部エグループと下部エグループに分けて

訓練を行ったが, 日本人専門家チームは建設公社に対し

てこれらの技術者グループを分散させることなくグルー

プとして実際の設計業務を数多く経験して技術を向上さ

せていくよう提言している。

5.実 橋 訓 練

(1)ツ ワナ橋の概要

ツフナ橋は, ラングーン市のティンガンジャンタウン

シップのツフナ地区とタケタタウンシップを結ぶために

ナモイエ川に架設された橋長 300(30+70+100+70+

30)m,幅員 11(1.5+8.0+1.5)mの PC橋 である。主

写真-1 完成したツワナ橋

橋梁部は支間割 つm+100m+70mの 中央ヒンジを有

するディビターグエ法による3径間連続箱桁橋であり,

その両側の取付部は,そ れぞれ支間 30mの フレシネエ

法による4本主桁の単純合成桁橋である。

主橋梁部の中央の2本 の橋脚の基礎はそれ ぞれ長さ

18mお よび 28m,直 径 14mの オープンケーソンであ

り,両 岸から仮桟橋を出して鋼矢板および盛土による築

島を行って施工した。他の2つ の橋脚および 2つ の橋台

は陸上部にあり,基 礎はいずれもリバースサーキュレー

ションドリルエ法による直径 1.5m,長 さ 30～45mの

場所打ちコンクリー ト杭である。

ツワナ橋の設計は日本の道路橋示方書に準拠して お

り,設 計活荷重は TL-20を 用いている。また設計水平

震度は 0.12,上 部工のコンクリー トの設計基準強度は

350 kg/cm2でぁる。主要な材料の数量は,コ ンクリー ト

11,3∞m3(下 部工 8,500m8,上 部工 2,800 ma),鉄 筋

824t,PC鋼 棒および PC鋼 線 365tで ある。

ツワナ橋の工事費は,日 本からの無償資金協力および

技術協力の機材供与による外貨分 9億 9,000万 円,ビル

マ内貨分 12億 4,000万 円,合 計 22億 3,000万 円であ

る。なおビルマ内貨分は建設公社ツフナ橋建設プロジェ

クト,プ ロジェクトエンジニアズオフィスの昭和 60年

3月末現在の資料によるもので,現 地通貨 1チ ャット=

30円 として換算してある。内貨の内訳は,材 料費 6億

9,000万 円,労 務費 2億 1,000万 円,機 械損料 8,000

万円,資 機材引取費 (無償や技協による資機材の関税,

運送費等)2億 2,000万 円,現 場管理費 (職員給与,電

気料,事 務費等)4,000万 円である。ただし前 4項 目に

はそれぞれ建設公社運営費 (一般管理費に相当)が24.31

%含 まれている。

(2)工 事着手の準備

プロジェクト開始直後,昭 和 54年 8月 から9月 にか

けて詳細設計調査チームが派遣され,ツ ワナ橋の設計条

件の確認を行った。これに基づいてビルマ国ツワナ橋梁

建設計画作業監理委員会の下に詳細設計の作成が行わ

れ,案 ができた時′点で昭和 55年 1月 にドラフトファイ

国
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ナルレポー ト説明チームが派遣され,詳 細設計の内容が

日本人専門家とビルマ側に説明された。

昭和 55年 4月 に実橋訓練担当の長期専門家 2名 が派

遣され,詳 細設計に基づいて工事計画の作成,建 設資機

材調達に必要な両国の予算措置のための作業などが行わ

れた。ビルマの建設公社はこの種の工事はもとより技術

協力についても初めての網験であるため,こ れらの作業

は大半を日本人専門家に頼ることとなつた。

昭和 55年 11月 には工事計画書が取 りまとめられ,

建設大臣による承認を得た後,施 工命令が出された。同

年 12月 には工事のために暫定的な組織が作られ,ツ ワ

ナ側取付道路兼進入路および工事ヤー ドの盛土工事が開

始された。

(3)準 備 エ

昭和 56年 3月 から4月 にかけて計画打合せチームが

派遣され,実 橋訓練に関するミニッツがまとまり同年 5

月 22日 に調印が行われた。これに基づき工事事務所の

組織が整備され,所長の下に各担当部署ごとに技術者 24

名が配置され,そ れらの下に大工,鍛 治等の技能工 120

名,普 通作業員 50名 ,軽 作業員 (女子,子 供含む)40

名,夜 警 50名 ,運 転手 30名 ,事 務職員 25名 ,製 図

ェ 15名 ,合計 330名 程度が配置された (数字は工事が

最盛期の時のものである)。

その後骨材の集積が始まり, 日本からの資機材も到着

しはじめ,昭 和 56年 8月 には建物,倉 庫等も完成し,

短期専門家も派遣された。同年 9月 からはコンクリー ト

プラントの組立,ツ ワナ側仮桟橋の工事等本格的な仮設

備工事が開始され,同 年 10月 13日 にはツワナ橋建設

現場においてビルマ側から建設,外 務,運 輸の各副大臣

はじめ多数の関係者,日本側から日本大使,建設省技監,

日本人専門家等関係者が出席して起工式が行われた。

同年 12月 にはコンクリー トプラントの運転が開始さ

れ,ツ フナ側仮桟橋も終了し,昭 和 57年 1月 には築島

工事も終了した。タケタ側仮桟橋は同年 1月 に着工し,

同年 5月 には築島工事も終了した。

(4)下 部 エ

ツワナ側の長さ 18mの ケーソンは昭和 57年 2月 に

築島上に刃口が設置され, コンクリー トの打設および沈

設が開始された後,同 年 9月 に頂版の打設が終了し,昭

和 58年 3月 には橋脚躯体の打設も終了した。タケタ側

の長さ 28mの ケーソンは昭和 57年 5月 に築島上に刃

日が設置され, コンクリー トの打設および沈設が開始さ

れた。途中埋木に当たり撤去に1カ月を要した後,昭 和

58年 4月頂版の打設が終了し,同 年 11月 には橋脚躯体

の打設も終了した。

陸上部のリバースサーキュレーションドリルによる場

所打ちコンクリー ト杭については,ツ ワナ側橋脚で昭和

57年 2月 に最初のコンクリー ト打設が行われ,以後同年

10月 のタケタ側橋脚のコンクリー ト打設終了まで,それ

ぞれの杭本体,フ ーチングおよび躯体のコンクリー ト打

設が行われた。

(5)上 部 エ

主橋梁のツフナ側は昭和 58年 4月 からフォルバウワ

ーゲンの組み立てを始め,同 年 5月 にコンクリー ト打設

を開始し,同 年 11月 にワーゲン施工部の打設を終えた

後,昭 和 59年 4月 には支保工部の打設も終了した。同

じくタケタ側はフォルバウワーゲンをツワナ側から昭和

58年 11月 に移動して組み立てを始め,同 年 12月 にコ

ンクリート打設を開始し,昭 和 59年 6月 にワーゲン施

工部の打設を終えた後,同 年 9月 には支保工部の打設も

終了した。

ツワナ側の取付部の単純合成桁橋は昭和 58年 1月 に

最初の桁のコンクリー ト打設を行い,昭 和 59年 4月 に

床版コンクリー トの打設を終了した。同じくタケタ側に

ついては昭和 58年 9月 に最初の桁のコンクリー ト打設

を行い,昭 和 59年 6月 に床版コンクリー トの打設を終

了した。

主橋梁の中央ヒンジ部の コンクリー ト打設は昭和 59

年 10月 に行われ,こ れを記念して同年 10月 26日 に

ツフナ橋上において建設公社総裁, 日本大使館参事官,

日本人専門家等関係者が出席して連結式が行われた。

昭和 59年 11月 から高欄,歩 道,照 明施設等を設置

する橋面工が本格化し,昭 和 60年 3月 には舗装が行わ

れてツワナ橋のすべての工事が終了した。同年 4月 1日

には建設現場においてビルマ側から建設,計 画財務,運

輸,農 林,労 lg」,内 務宗教の各冨1大臣をはじめ多数の関

係者, 日本側から日本大使;国 際協力事業団理事,建 設

省建設経済局技術調査官, 日本人専門家等関係者が出席

して開通式が行われた。

(6)実 橋訓練の成果

ツワナ橋の施工には多くの機械が導入されたが,こ れ

らを用いた主な技術移転の内容は次のとおりである。準

備工の段階では大型H型 鋼を用いたバイブロハンマによ

る仮桟橋の施工,同 じく大型シー トパイルを用いた築島

の施工,骨 材プラントやコンクリー トプラントの組み立

てなど,下 部工の段階ではリバースサーキュレーション

ドリルによる場所打ち杭の施工,大 口径オープンケーソ

ンの施工など,上 部工の段階ではフォルバウワーゲンを

用いたディビダーグ橋の施工など,ま た共通の項目では

レディミックス ドコンクリー トの生産などである。

いずれもビルマ側には初めての経験であったが,双 方

の熱意と努力により次第に習得していった。とくに技能
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工の能力が施工の成否を左右するが,専 門家として派遣

された PC工 ,ォペレーター等から言葉のハンディを身

振 りで克服しながら技術移転がなされた。このようにし

て工事事務所所長をはじめとする技術者 25名 から技能

工約 120名 までそれぞれの職種に応 じて技術移転が行

われたが,ッ ヮナ橋が予定工期内に無事故で完成したこ

とはその成果の証しといえる。日本人専門家チームは建

設公社に対してこれらの技術者および技能工を分散させ

ずに,ま た日本から供与された機材を活用して,引 き続

き PC橋 を建設することにより技術を向上させるよう提

言している。

6.プ ロジェク トの評価および今後の計画

(1)プ ロジェクトの評価

本プロジェクトについては,常 々ビルマ側から大成功

であり日本の協力に感謝している旨,日 本側に伝えられ

てきた。昭和 60年 6月 エバリュエーションチームが建

設公社と会議を持った際にも,総 裁から両国の技術協力

の下での本プロジェクトの成功を感謝する旨の発言があ

った。

同チームの報告書では本プロジェクトを次のように評

価している。センター内訓練に関しては,「上級コースの

実施によりPC長 大橋の設計技術についてはひととおり

習得できたものと考える。とくにナウワン橋について概

略設計から詳細設計まで一連の作業を行い,成 果品をと

りまとめたことは本訓練を総括するうえで大きな成果が

あったと考える」と評価し,実橋訓練に関しては,「ッヮ

ナ橋の開通式を予定の工期内でしかも無事故で迎えるこ

とができた。とくに主構造のディビターグェ法中央径間
lCXl mのPC橋 を完成させたことは,施 工技術移転の成

果そのものであり,監 督技術者から現場作業員まで自信

を深めたことと考える」と評価している。

なお同報告書では今後の課題 として,「当プロジェク

トで習得された PC橋 の設計施工技術が定着発展するた

めには,現 在の設計,施 工技術者集団を分散させずにさ

らに実務網験を重ねることが必要である」点を指摘して

レヽる。

(2)今 後の計画

本プロジェクトは6年間の協力期間を終了したが,エ
バ リュエーションチームにより指摘された技術の向上の

ための実務経験の積み重ねの必要性についてはビルマ側

も十分承知しており,今 後はセンターにおいて設計実務

を行い,ナ ウワン橋の建設に着手して施工経験を重ねた

い意向を持っている。現在 (昭和 60年 10月 )ビ ルマ

政府からの正式な要請はまだないようであるが,ナ ウワ

ン橋の建設に関しては再び日本からの技術者の派遣,資

機材の供与の希望が建設公社内にある。

お わ り に

本プロジェクトは両国の多くの人々の熱意に支えられ

て成功裏に終了した。しかしビルマにとって人づくりは

始まったばかりである。ツワナ橋が両国の友好のかけ橋

となり,一 層の技術協力が行われることを望む。

最後に本プロジェクト開始にあたって不慮の事故に倒

れられた国広哲男,山 木崇史,椎 泰敏,古 屋敏夫,加 藤

貞行,相 川憲夫,U Aye Pe,U Hla Yinの 各氏のご冥

福を祈る。
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